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論　　文　　の　　要　　旨
　金属強磁性の問題はスピンのゆらぎを考えに入れた理論によって大きな理解への進歩をした。然
し金属強磁性の出現にとり何が本質的かは未だ明確でない。例えば金属強磁性を示す事が確実に判
明している理論的な模型はこれまで知られていない。この論文では最も広く用いられる模型である
単バンドハバード模型及びそれを拡張した二重縮退を持つハバード模型の帯磁率が高温展開の方法
で計算されラこれらの模型が強磁性相転移を示すか否かが調べられた。
　単ハンドハバード模型では各格子点に唯一つの電子軌道があるとし，電子はその問を跳移る。互
いに反平行のスピンを持つ電子は同じ格子点を占有できるがラその際ラ斥カポテンシャルUが働く。
分子場近似によればこの模型はUがバンド巾よりも大きくなると必らず強磁性を示す。これは互いに
反平行のスピンを持つ電子が独立に運動する近似の為であり事実際にはそれらはお互いに避け合い
つつ運動して常磁性状態を安定化する。この電子相関の効果は従来の多くの研究の対象となってき
た。この効果を或る近似でとり入れた理論によると実効的な斥力はUが大きくなると減少しラUが非
常に大きくても必ずしも強磁性は実現しない。
　この論文ではUが非常に大きい場合の帯磁率を最隣接格子点問に跳移りのある単純立方1体心及び
面心立方格子に対して求めた。帯磁率の高温展開の各次の係数がキュムラント平均を用いてあらわ
され，電子言十算機により9次以下の係数が求められた。得られた係数はフェノレミ反交換関係を反映
して次数及び電子数と共に激しく振動する事が示された。得られた係数をパデの方法で解析するとヨ
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試みたパデ近似の内約半数は有限の転移温度を与えずラ又転移温度を与える場合にも収東は得られ
なかった。これらの結果から単バンドハバード模型は強磁性相転移を示さない事が予測されるが，
この事は従来の多くの近似理論の結果とは畢っている。
　次に各格子点に2個の軌道を持つ模型が調べられた。この模型では同一格子点の異なる軌道の問
にはスピンを揃えるフント結合が働く。この論文ではフント結合も非常に強い場合の議論に限りラ
帯磁率の高温展開の係数が6次まで求められた。得られた各次の係数は単バンド模型に比べま振動
が余りない。パデの方法で解析すると害転移温度は各パデ近似によらずほぼ同様の振舞をする事が
わかった。未だ次数が十分でないので最終的結論は得られていないがヨこの模型は有限温度で強磁
性を示す事が予測される。
審　　査　　の　　要　　旨
　金属強磁性の出現にとって何が本質的かという事を問題にしてラ色々の近似方法により得られる
結論を比較したがラ不満足で害正確な結論を得るために高次の近似が必要である事を示し、その高
次近似として高温側よりの展開を用いてラ9次（及び6次）という計算を行い言単バンド㊥ハバー
ド模型は今日的な色々な近似による結論に反してサ強磁性を与えそうにない事。及び2重縮退のハ
バード模型で現実的なフンド結合も考えに入れた模型は強磁性になりそうである事をはじめて示し
た。
　今後の金属強磁性理論に対して強い影響を与えると考えられる。
　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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